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校生へのメッセージを。
田中　この世界にはまだまだ不満や
不自由がいっぱいあります。それを
改善できる商品を考えてください。
岡本　提案は力試しの、いい機会。
挑戦するとこで自信が生まれ、また
次のステップを踏む力となります。
がんばってください。
田代　一生懸命考えたことは必ずモ

ノになると、自信を持って取組んで
ください。
山口　私も高校生のとき応募しまし
た。アイデアを出しまとめ上げるこ
とは大変ですが、アイデアを考えて
いると知らないうちにあらゆる方面
に目が向き、伸びていることを実感
します。ぜひ、トライしてください。

　「世に役立つ人物の養成」を建学の理念とする本学では、ビジネス社会に
おける諸問題を発見・解決できる能力の育成を目指し、起業家精神あふれる
人材を育成しようとする取組の一環と
して「ビジネス・アイディアコンテス
ト」を開催しています。
　起業家精神の涵養と起業家的な資
質・能力の育成を目標として、本学の
学生・大学院生を対象として 2003 年
度から毎年実施する新しい商品・サー
ビスやビジネスモデルのアイディアを
競うコンテストです。
　第 11 回では、第 10 回大会から自由
部門と企業からの課題に取組む課題部
門を設定し 2 年目となりました。課題
提供企業も新たに東大阪ラグビーグッ
ズ創生クラブ、株式会社ザグザグ、旭
電機化成株式会社の３社に協力いただ
き、優秀作品の商品化によって地域振
興へも貢献したいと考え、現在企業と
連携し商品化に向け進めています。
　またブラッシュアップ講座として、
第１回プレゼン道場を平成 25 年 8 月
27 日（火）11:00 〜 13:00、第２回を平
成 25 年 8 月 30 日（金）11:00 〜 13:00
に第１次審査通過者を対象に①プレゼ
ンテーションとは②プレゼンテーショ
ンの流れ③基本スキルはこれだ（話し
方、視線配置、ジェスチャー）④プレ
ゼンテーションで大事なプラスα⑤こ
れからのスケジュール⑥プレゼンテー
ション実技の内容で行いました。
　次に新規講座として、アイディア・ブラッ
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シュアップミーティングを旭電機化成株
式会社専務取締役　原守男氏を講師と
して、平成 25 年 8 月 28 日（水）11:00
〜 13:00 に第１次審査通過者を対象に
①アイディアについての考え方②アイディ
アの膨らまし方③アイディアのブラッシュ
アップ方法④アイディアの事例を交えて
のグループワークを行いました。
　本コンテストの副賞として、世界の動
向を肌で感じられる機会となる海外ビ
ジネス研修を実施しました。今回の海外
ビジネス研修では、国を越え現地の方と
心を通わせることによって、いつまでも
あせることのない思い出と人間関係を
築き、その国の良さを知り、同時に日本
の良さにも気づく海外ビジネス研修を
実施しました。
　たとえば、

・現地で活躍する日系企業を視察する。
・現地の語学学校で日本語を学ぶ学生と一緒に授業を受け、日本語教育

の簡単なサポートを行う。その後、スポーツ交流、学外散策を行う。
・民家を訪問しホームビジットを行い、その国の生活を学び人との交流を図

り、異国での人間関係を構築する。そのための事前学習として、ベトナム、
ミャンマー出身の留学生と交流をはかり語学学習を開催する。

・  JICA 独立行政法人国際協力機構と連携を図り、現地での日本の支援・
サポートの現状を視察し、現地で活動されている方から活動内容や体
験談を聞き交流を図る。

・ 事前学習として JICA 関西を訪問し、国際協力や異文化について学び、
日本と世界とのつながりを理解する。

・訪問国の理解と関係をより深めるため、本学で開催されたベトナム領
事による市民ビジネス講座を受講するとともに、ベトナム領事館を訪
問し施設の視察と領事と面談を行う。

　学生があらゆる場面でいろいろな経験・体験できるプログラムを構築し、
そのことにより起業家精神あふれる人材を育成したいと考えています。

審査会

海外ビジネス研修
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